
青年会議所会館
建替についての説明会



開会5分前



開会



議長挨拶



JC会館建替準備会議

議長 佐藤友哉君



佐藤 友哉 君

一般社団法人 新発田青年会議所 顧問

【略歴】

2018年 第60代理事長

2020年 公益社団法人日本青年会議所

組織グループ担当常任理事

2021年 公益社団法人日本青年会議所

副会頭

2022年 公益社団法人日本青年会議所 顧問

JC会館建替準備会議 議長



第1部

青年会議所会館の現状の説明



青年会議所会館

行ったことありますか？



皇居

最高裁判所

国会議事堂

議員会館

首相官邸

官公庁街



東京都千代田区平河町2-14-3

地上5階建

• 1階：メンバーズルーム

日本JCシニア・クラブ

• 2階：JCI東京事務局

• 3階：会頭室・専務理事室

JCI日本事務局

• 4階、5階：会議室



いつ、どのように建てられた？



青年会議所会館の歴史

年度 会頭 経緯

1973年度 佐藤助九郎先輩
青年会議所会館建設特別委員会が設置され、1978年まで
継続的に青年会議所会館建設の議論がなされた。
東京商工会議所増築も検討された。

1978年度 麻生太郎先輩 12月第11回理事会にて青年会議所会館建設が可決

1979年度 井奥貞雄先輩
1月の京都会議での総会にて、
「青年会議所会館建設および資金計画に関する件」が可決

1980年度 鴻池祥肇先輩 青年会議所会館落成



当時は、債券を起債し、
会員及びLOMから資金を調達

昭和54年(1979年)
LOM数 655LOM
会員数 51,708人



青年会議所会館の現状

②社会的劣化

建築 内外装の劣化、内装制限・区画など現行法規への不適合
アスベストの使用（詳細未確認）

構造 過年度耐震診断の結果、必要耐力を有していない
コンクリートの中性化が進行（劣化）

設備電気 竣工から40年以上経過し、設備電気の大規模改修（更新）が行われていない

①物理的劣化

・セキュリティ対策不足

・BCP項目の未対応（非常用発電機容量、災害時の給排水システム）

・会議室の仕様など、賃貸化に向けて現在のニーズに合っていない

・トイレ基数が通常オフィスに比べ少ない／男女トイレが同階にない...

③現在求められる会館としての機能

使用するメンバーが限定的 → ＬＯＭやメンバーがより有効活用できるようにするべき



青年会議所会館の歴史

年度 会頭名 座長・議長名 経緯

2020年度 石田全史先輩 浅野弘義先輩
「JC会館計画策定会議」が設置され、第8回理事会に
おいて、「青年会議所会館の建て替えを検討すべき」旨の
答申が出される

2021年度 野並晃先輩 西田新先輩
「JC会館建て替え検討会議」を設置し、第11回理事会に
おいて、「青年会議所会館の建て替えを実行すべき」旨を
可決

2022年度 中島土君 佐藤友哉君
2021年の理事会審議を受けて、「JC会館建替準備会議」
を設置し、具体的な計画を検討中



第2部

歴代青年会議所会館建替会議
座長・議長による鼎談



①自己紹介



浅野 弘義 先輩

【略歴】

2016年 公益社団法人日本青年会議所

共感ネットワーク構築委員会 委員長

2018年 公益社団法人日本青年会議所

愛知ブロック協議会 会長

2019年 公益社団法人名古屋青年会議所

第69代理事長

2020年 公益社団法人日本青年会議所 顧問

2020年 JC会館計画策定会議 座長



西田 新 先輩

【略歴】

2016年 公益社団法人日本青年会議所

平成の防人委員会 委員長

2017年 一般社団法人奈良青年会議所

第58代理事長

2019年 公益社団法人日本青年会議所

奈良ブロック協議会 会長

2020年 公益社団法人日本青年会議所

近畿地区担当常任理事

2021年 公益社団法人日本青年会議所 顧問

2021年 JC会館建て替え検討会議 議長



②担当当時の話



③今、会館に求められている
機能とは？



ビジョン、戦略の共有

並びに浸透の場

各ＬＯＭの活動や

運動に資する場

各ＬＯＭ間の連絡調整に

資する場

各ＬＯＭの象徴

（ランドマーク）となる場

ＪＣＩ日本の活動や

運動に資する場
出会いの場

６つのコンセプト



①ビジョン、戦略の共有並びに浸透の場

「JCがどのようなことを目指しているのか」を全メンバーが共有するこ

とで、立ち返る場所として存在し、事業のパフォーマンスを最大化する

ことが可能になる。



②各LOMの活動や運動に資する場

各LOMの運動を推進するために財政的にも負担をかけない会館運営

をする。



③各LOM間の連絡調整に資する場

定款にあるように、JCI日本は日本国内に所在するLOMを総合調整して

その意見を代表することを目的の１つに据えている。JC会館を利用する

ことによって、各地域で運動を展開するアイデアや、問題解決ができる

ような情報交換をし、相談を受け付け、話し合える場とする。



④各LOMの象徴（ランドマーク）となる場

一部の出向者のみの集いの場とならない、全国のメンバーが使用で

きること。また、そこに存在することが誇らしくなり、地方のメンバーで

あっても東京に訪れた際、立ち寄ると落ち着く場所とする。



⑤JCI日本の活動や運動に資する場

歴史に対する理解が深まる場所（JCや国家）として、JCI日本・JCIの

ダイナミズムが肌で感じられ、JC会館に訪れることで『百聞は一見に

如かず』と思える場所とする。



⑥出会いの場

全国のメンバーはもちろんのこと、多団体や青年世代の人々との交

流によって、イノベーションが生まれ、社会課題の解決に向けた改革

の基地となる場とする。



第3部
新青年会議所会館

建設計画と資金計画について



①現段階までの検討概要



資金計画
キャッシュフローの成立性、新会館で完結する最適な資金計画を検討中

建物規模、賃貸契約方式、CAPEX、税率等を考慮

プラン毎の事業性比較 メリット/デメリット比較様々ケースでの事業性検討

事業性試算

自用/賃貸面積

総事業費算出



移転計画
移転部門の決定、移転先の検討、移転期間及び無駄のない費用の詳細検討

移転先での運用上でのプランニングに関しても今後検討予定

移転先候補の比較検討 同規模オフィス参考事例 賃貸と購入のコスト比較検討



発注計画
新会館に適合した発注方式、公平/透明性を担保した適切な選定方式を検討

計画案に適合した選定方式、評価基準の検討

各発注方式のメリデメ比較検討発注方式の比較 方式毎のスケジュール検討



基本計画

使い勝手、効率性、事業性から本敷地における最適なプランニングを検討

BCP対策、LGBTｓ対応、SDGｓに対する検討も併せて実施

地下鉄近接の検討

構造方式の検討

周辺地盤情報収集

BCP対策項目整理

断面構成の検討

BCP (非常用発電)

賃貸時運用の検討

LGBTsの配慮検討

セキュリティ計画

BCP(給排水)



基本計画 コンセプトの具現化検討
① ビジョン、戦略の共有並びに浸透の場

② 各ＬＯＭの活動や運動に資する場

③ 各ＬＯＭ間の連絡調整に資する場

④ 各ＬＯＭの象徴（ランドマーク）となる場

⑤ ＪＣＩ日本の活動や運動に資する場

⑥ 出会いの場

自用空間？ or 賃貸空間？

従来の会館機能を整理／改善し、
日本ＪＣとしてふさわしい設えや
発信の場として再構築する

具体的な機能や空間は？

これまでの会館になかったスペースに
機能を付加し、ＪＣメンバーが
会館に訪れるメリットを生み出す

（賃貸以上の効果）



②建設計画について



１．パース（検討段階／8階建案）

会館北東より 会館北西より



２．検討中の計画案

① 13階＋B1階案

自用フロア 賃貸フロア 断面構成

賃貸フロア

東京JC+シニア

日本JC

大会議室
（賃貸化）

賃貸フロア



２．検討中の計画案

② 8階＋B1階案

自用フロア 賃貸フロア 断面構成

賃貸フロア

東京JC+シニア

日本JC

大会議室
（賃貸化）

※地下の取止め（会議室の外部化）も検討



項目 8階建案 13階建案

概念図

延床／貸床 3,207㎡／2,126㎡ 4,138㎡／2,617㎡

建築
計画

メリット

・トイレ台数が標準数確保できる
・非常用EVが不要
・大会議室が無柱で計画可能

・容積消化率が高い
・5階に外部空間を設けることができる
・貸床面積が多い

デメリット

・容積消化率が低い
・専有の外部空間などは設けられない
・貸床面積が少ない

・基準階面積が小さい（６階～13階）
・トイレ台数が標準オフィスより少ない
・大会議室に柱型が出る
・非常用EVが必要

３．検討中の計画案（メリット/デメリット比較）

自用フロア 賃貸フロア 自用フロア 賃貸フロア

キャッシュフローと契約手続きなど運営の両面から検討中



検討中の計画案 その他（隣地買収可能性）
②地下鉄にかかっており、新規計画
が難しい

④売買の交渉・手続きに別途期間
や手間を要する

→全体的にスケジュールが後ろ倒し
→交渉主体者の業務負担

①グレー範囲まで購入せねば
有効活用できない（敷地不整形）

③容積率の最大活用が難しい状態で、
敷地面積を増やすメリットが少ない

新会館計画に対し、隣地買収によるメリットは少ない



検討中の計画案 その他（改修検討）

新会館計画に対し、改修によるメリットは少ない

現会館に改修する場合の課題に関して検討

物理的劣化、社会的劣化、キャッシュフローを成立するための条件など検討

改修の課題整理・条件整理 改修のキャッシュフロー検討

検討結果
同規模・同年代の建物の実績か
ら、改修後20年間使用できる状
況にするためには
建築 ：約9億円
電気 ：約1.5億円
空調衛生 ：約1.5億円

※EV改修費・アスベスト含まず

上記費用+αが必要であり、

キャッシュフローも成立しない
ことが判明



検討中の計画案 スケジュール



③事業協力パートナー
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⚫社名：日建設計コンストラクション・マネジメント株式会社

⚫本社所在地：東京都文京区後楽1-4-27

⚫設立：2005年1月4日

⚫資本金：8,000万円

⚫売上高：66.98億円（2021年度）／従業員数：334名（2021年12月末時点）

⚫事業内容：建設ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ及びｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ

■会社概要
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〈主要資格者数〉

⚫認定コンストラクション・マネジャー

⚫一級建築士

⚫構造設計一級建築士

⚫設備設計一級建築士

⚫技術士

⚫認定ファシリティ・マネジャー

⚫宅地建物取引士

⚫建築コスト管理士

⚫建築設備士

⚫一級建築施工管理技士

⚫一級電気工事施工管理技士

⚫一級管工事施工管理技士

⚫ CASBEE建築評価員

⚫ PMP(Project Management Professional)

Ｃ
Ｍ
業
界
随
一
の
資
格
者
数

181名

164名

9名

14名

15名

67名

25名

15名

39名

39名

22名

24名

83名

3名

（2022年3月1日時点）

新卒CMr：11%

建築設計出身CMr：41%

建築施工出身CMr：10%

構造設計出身CMr：4%

電気設備出身CMr：11%

機械設備出身CMr：13%

コスト出身CMr：5%

金融/デベロッパー/PMCM会社出身CMr：9%

〈CMrの職能人数割合〉
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（2021年12月末時点）



企画

設計

計画構想

解体

改修

発注

契約

工事運用

維持

保全

NCMの
総合マネジメントサービス

建設プロジェクトのトータルサポート

ESG/SDGsレジリエンス強化

DX

収益性

長寿命・エコ

プロジェクトの付加価値を高めるための視点プロジェクトのあらゆる段階でサービスを提供 ×

費用対効果

機能性

リスク低減

安心/安全

ブランディング

本業務フェーズ



ひとつひとつのプロジェクトに最適な立ち位置で成功に導く4つのマネジメント ×

プロジェクト運営

コスト管理

品質管理

スケジュール管理

発注者の立場で経営的視点を持ち多様なサービスを提供します



総勢3,000人超の専門家集団
建築・都市と環境に関わるあらゆる課題に挑戦

122年の伝統と25,000件の実績
1900年に創業し、25,000件を超えるプロジェクトを経験

グローバルな視野と活動
海外50ヵ国での業務実績

グループ内での協働実績

日建設計との協働

トーハン本社ビル建替計画
日建スペースデザインとの協働

東京會舘本館建替計画
日建設計総合研究所との協働

某ダム周辺整備事業

（2022年4月1日時点）

日建設計/北海道日建設計と協働

某生命保険会社建替計画

高い技術力とマネジメント力
高い技術力に裏打ちされた高品質なマネジメント

業界をリードする取扱い工事高
日建グループ全体で年間2兆円、NCMで年間0.5兆円

中立性と透明性
経営の独立を確保し、中立性と透明性を厳守

日建グループの総合力でプロジェクトに取り組む



活力あふれる若いエキスパートが日本青年会議所様をサポートします

NCM社内の各種専門チームが組織的にバックアップ

プロジェクトチーフ兼構造担当

安岡 威
40歳
ディレクター

プロジェクト統括

古川伸也
取締役

Office Innovation Domain

Complex Domain

Public Service Domain

High-Tech Industry Domain

Cost Management Domain

Quality Management Domain

CRE Domain

Sustainability & ESG Domain

Advanced Technology Domain

Life Cycle Management Domain

Health Care Domain

Cloud-Tech Domain

Digital Solution Domain

Global PM Domain

ﾜｰｸｽﾀｲﾙｿﾘｭｰｼｮﾝ推進ﾁｰﾑ

ｻｽﾃｨﾅﾋﾞﾘﾃｨ推進ﾁｰﾑ

電気設備担当

北村健司
42歳
アソシエイト

認定CMr

建築設備士

機械設備担当

小林裕平
34歳
アソシエイト

一級建築士

建築設備士

コスト担当

高田敏光
39歳
ディレクター

認定CMr

一級建築士

施工計画担当

上ノ町圭一
42歳
ディレクター

認定CMr

一級建築士

認定CMr

一級建築士認定CMr

一級建築士

建築担当

平山英幸
34歳
アソシエイト

認定ｱｼｽﾀﾝﾄ
CMr

建築担当

杉浦智也
41歳
ﾕﾆｯﾄｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

認定CMr

一級建築士

事業性検討担当

蓬莱則宏
30歳
アソシエイト

宅建士
不動産証券化ﾏｽﾀｰ

構造一級建築士



④プロジェクトのこれからの課題



４つの検討

①基本計画・・・現敷地での最適なプランニングの検討

②資金計画・・・JCメンバーへ負担を強いらないキャッシュフローの検討

③移転計画・・・仮移転期間の無駄のない移転先選定とコストの検討

④発注計画・・・公平/透明性を担保した適切な選定方式の検討



閉会



アンケート


